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報 道 関 係 者 各 位 

プ レ ス リ リ ー ス 

２ ０ １ ４ 年 １ １ 月 ５ 日 

ア ー キ ウ ォ ー ク 広 島 

 

建物見学イベント 「旧陸軍被服支廠倉庫を視る。」 開催のお知らせ 

貴重な被爆建物かつ国内最古級のコンクリート造建物を見学します。 

 

市民団体「アーキウォーク広島」では、2014 年 11 月に旧陸軍被服支廠倉庫の見学イベントを開催することといたしましたので、下記

の通りお知らせいたします。 

 

 

１．旧陸軍被服支廠倉庫とは？ 

 

● 旧陸軍被服支廠倉庫は、その名の通り、陸軍の軍服・軍靴を製造する工場の倉庫として 1913 年に建てられたものです。戦後は主

に民間の倉庫・学生寮などとして使用されましたが、2014 年現在では空き家となっています。ほぼ同型の倉庫が４棟現存します。 

● 外観は赤レンガ積みとしつつも、内部はＲＣ（鉄筋コンクリート）の柱・梁で構成されており、レンガとＲＣの併用構造と思われます。当

時試行錯誤が続いていたＲＣ建物の過渡期的様相をうかがい知ることのできる、建築史上も貴重な建物です。 

● デザインに関しても、明治期の様式建築と昭和期のモダニズムの間に位置しています。装飾はモールディングが若干見られる程度

ですが、内部はＲＣならではの（レンガでは実現不可能な）大空間が広がっており、レトロとモダンが混ざっているところに本作最大の

特徴があると考えられます。 

● 外壁に残る湾曲した鉄扉などは被爆の実相をリアリティを持って現在に伝えています。また、長大なレンガ壁面は、かつての軍都広

島のスケールを感じさせる現存唯一の風景ともなっています。 

 

（現地の状況： いずれも 2014 年に行われた日本建築学会による調査時に撮影） 

 

外観（敷地内） ２号棟１階部分 １号棟１階部分 

 

３号棟陸屋根部分 １号棟３階部分 ２号棟３階部分 
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２．見学イベントの内容 

 

● 見学イベントでは、過去に行われた調査に加え、2014 年に日本建築学会により実施された建物調査により得られた知見等もふま

え、これら倉庫群の建築としての特徴について、一般市民の皆様に向けて分かりやすく解説を行います。 

● 敷地内については、一部を除いて、自由見学できる状態とします。 

● 倉庫建屋の一部について、扉を開け内部を観察できる状態とします。ただし、安全上の理由から建物内への立入は禁止します。 

● 自由見学を原則としつつ、解説ツアーを複数回実施します。 

● 雨天でも開催しますが、荒天時で危険と判断される場合は中止となる可能性もあります。その際はホームページ等にてお知らせい

たします。 

● 最新情報は、アーキウォーク広島のホームページをご覧ください。 http://www.oa-hiroshima.org 

現地には駐車場がないため、電車・バスなどの公共交通での来場が必須となります。路上駐車は厳禁です。 

 

■開催日時 ： 2014 年 11 月 30 日（日） 14:30～16:30 

        ※解説ツアーを、３回 （15:00～15:15、 15:30～15:45、 16:00～16:15） 実施する予定です。 

■会   場 ： 旧陸軍被服支廠倉庫 （広島市南区出汐） 

■参 加 費 ： 無料 （予約不要） 

■定   員 ： なし。 ただし解説ツアーは各回 30 名まで先着順で受付。 

■主   催 ： アーキウォーク広島 

（※なお、11 月 29 日および 30 日午前は、建築公開イベント open! architecture 2014 HIROSHIMA を開催しております） 

 

 

３．イベントの当日取材をご希望の方へ 

 

【お願い】 

■現地には原則として駐車スペースは用意しておりません。車を乗り入れざるを得ないご事情がある場合はご相談ください。 

■現地の周辺は一般の住宅地および学校となっています。取材にあたっては、これらご近隣のご迷惑とならないよう、十分な配

慮をお願いいたします。 

実施当日に本イベントの取材をご希望の方は、以下の要領に従って事前連絡をお願いいたします。アポイントのない取材はお受けでき

ない場合があります。 

 

１． ２０１４年１１月２２日（土）までに、アーキウォーク広島事務局（メールの送り先： support1@oa-hiroshima.org）へ以下の項目をメ

ール送信してください。 

● 当日取材する記者の氏名 （複数人の場合は代表者氏名と人数を明記。カメラマンも人数に含む。） 

● 所属する報道機関の名称 

● 連絡先（所属先の所在地・電話番号・メールアドレス） 

フリーランス記者の場合は所属先の名称は記入不要ですが、必ず記者としての実績を証明する書類等（例えば、過去に

執筆した記者名付き記事のスキャン）をメールに添付してください。 

２． アーキウォーク広島事務局より、１１月２６日頃までに取材の承認／不承認および注意事項についてメールにて通知いたします。 

３． 記者や人数を変更する際には、その都度アーキウォーク広島事務局へご連絡ください。 

 

 

４．本件に関するお問い合わせ先 

 

アーキウォーク広島 事務局 （電話は常時対応しておりません。メールでのご連絡が確実です） 

 [ADDRESS] 〒730-0036 広島市中区袋町 6-36 メールボックス 95 番 

 [MAIL]  support1@oa-hiroshima.org    [WEB] http://www.oa-hiroshima.org 

[TEL]  080-5756-1744                                                          以上 


